
ブルーベリー新品種の愛称が決定 

 東京都農林水産振興財団では、農総研が開発したブルーベリー新品種（品種登録出願中）の愛

称を令和７年秋に一般公募しました。約 2,000 件のご応募の中から厳正なる審査を経て、決定し

た愛称をご紹介します。 

愛称「東京ブルーブーケ」（品種名：TB-02） 

 東京生まれを強調しつつ、房どりできる特徴を「ブーケ」に見立てて表現しました（図１）。

温暖地適応性があるため都内でも栽培しやすく、果実サイズは小～中粒で、収穫量が多い特徴が

あります。令和８年春から都内で栽培が始まり、令和 11 年頃に本格的な収穫を予定しています。 

愛称「東京ブルーグランデ」（品種名：TB-04） 

 東京生まれを強調しつつ、大きな果実を「グランデ」と表現しました（図２）。「東京ブルー

グランデ」は、大粒で甘みが強い特徴を持ち、ハイブッシュ系で温暖地適応性があり、都内での

栽培に適します。令和９年春から都内での栽培を予定しています。 

（園芸技術科 植物バイテク研究チーム） 
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図１ 「東京ブルーブーケ」 図２ 「東京ブルーグランデ」 



 

 

灌水中の塩分が土壌やコマツナの生育に与える影響 

 江東地域はコマツナの施設栽培が盛んです。しかしながら、海に近いことから栽培に使用する

井戸水に塩分（塩化ナトリウム）が含まれることがあり、施設の土壌に塩分が蓄積し、作物に生

育障害や枯死が発生する恐れがあります。そこで農総研では灌水中の塩分濃度を変えてコマツナ

を栽培し、生育状況と土壌環境へ与える影響について調査しました。結果、灌水中の塩分濃度が

高いほど土壌に塩分が蓄積することが確認され（図 1）、1000ppm（海水の約 1/35 の濃度）以

上ではコマツナの枯死が発生しました（図２）。今後、調査を踏まえ水質を考慮した施設の灌水管

理についても検討します。      （生産環境科 土壌肥料チーム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カブの生長段階による農薬吸収特性の解明～カブの大きさによる

農薬残留量の違いを調べました～ 

カブは「球」の大きさによって、小カブから大カブまで様々な形態で出荷されています（図１）。

しかし、カブに登録がある農薬は、球のサイズに関係なく、同一の濃度や使用回数で適用される

ことから、収穫物の大きさによって残留農薬の挙動に差が生じる可能性があります。 

そこで、農総研ではカブ（品種：「スワン」）の時期を変えて栽培し、生産現場での使用頻度

が高い３成分４農薬を使用基準に従って施用し（表１）、サイズの異なるカブ（図 1）の残留農

薬について調査しました。その結果、「球」の大きさや栽培時期にかかわらず、すべての試料で

残留農薬は基準値以下となり、定められた方法で適正に農薬を使用すれば、安全性が確保される

ことが明らかとなりました。     （生産環境科 農薬・安全性研究チーム） 

 

 

 

 

図１ 調査した試料例 

表１ 供試農薬の使用基準（抜粋） 
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図１ 灌水中の塩分による土壌への影響 
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図２ 高濃度条件で発生した枯死 



 

 

オージープランツの栽培試験 

オージープランツとはオーストラリアを原産とする緑化植物の総称です。高温や乾燥に強く、

独特の観賞性を持つことから、近年都内で見かけることの多い樹種です。 

農総研ではオージープランツ 22 樹種の冬の寒さへの耐性や生育特性について調査しました。 

その結果、冬の寒さによって多くの樹種で葉の褐変や枝葉の枯損、枯死が見られ（図１）、ほ

とんどのオージープランツは施設で管理するなどの寒さ対策を施すことが望ましいことがわかり

ました。一方で、ウェストリンギア ’ブルージェム’ 、グレビレア ‘ジョンエバンス’ など、耐寒

性や生育に優れる樹種も確認され（図 2）、都市緑化での利用が期待されます。 

（緑化森林科 植木研究チーム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワケネギ「東京小町」の周年栽培体系における生育特性の解明 

農総研では周年栽培が可能なワケネギ「東京小町」の作型ごとの収量性や収穫適期等

を調査し、在来系統や埼玉県優良系統との比較を行いました。結果、「東京小町」では

収穫適期・収量は、概ね遅く、収量が低くなりました。一方で、他の系統と比較して分

げつが進みにくく、上物 1 本重が重く、在圃性が高く、抽苔が少なくなりました（図

１）。「東京小町」の苗を 6 月から９月にかけて定植し、4 月以降に収穫すると、長ネギ

が不足する時期に出荷することになるので、端境期対策になります。 

（園芸技術科 野菜研究チーム） 

 

 

 

 

 

 

 
図１ ３系統の抽苔の様子 A:在来系統、B:埼玉県有望系統、C:東京小町 

（写真内の配列：左から上物、抽苔、下物） 

図１ 冬の寒さで枯死した樹種 図２ 耐寒性や生育に優れる樹種 
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ブドウ「高尾」の早期成園化・安定生産が可能な栽培技術 

都の主要ブドウ品種「高尾」では高樹齢化や夏季の高温等による品質・生産量の低下が課題と

なっています。農総研では「高尾」に適した栽培管理について検討した結果、「高尾」は拡大型

根域制限と短梢剪定を組み合わせることで、早期成園化・安定生産が可能であることが明らかと

なりました。 

拡大型根域制限は地面から隔離した一定量の培土で栽培する方法で、根の生長を制限し樹勢を

制御できます。短梢剪定は直線状の主枝から短い結果母枝を一定間隔で配置する剪定方法で、管

理がシンプルになります。両技術の組み合わせにより、定植３年目から収穫ができ、４年目に成

園並みの収穫量が見込めます。また、栽培棚などの導入コストがかかるものの、定植５年目まで

の試算では、従来の方法よりも費用対効果が高くなりました。（園芸技術科 果樹研究チーム） 

 

 

 

 

 

 

 

ハウス秋まき業務用コマツナのおすすめ品種を紹介します 

2025 年 11 月７日に江戸川分場にてハウス秋まき業務用コマ

ツナの種苗審査会を行いました。業務用というのは、近年増加し

ている学校給食に向けた大株栽培されたコマツナ（40cm 程度）

です。本審査会では 20 系統・品種が出品され、農総研、普及セ

ンター、種苗メーカー等により審査が行われました。 

その結果、側根量が少なく収穫作業性がよく、カッピング（葉

先が湾曲）がわずかで形状に優れていた「R3-630」（トキタ種

苗）が最も評価されました。その他収量性が高く、葉厚のある「里

のなつ」（武蔵野種苗園）、極立性で、在圃性が高い「必閃」（カ

ネコ種苗）などが上位入賞しました。 

（江戸川分場） 
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図 「高尾」の拡大型根域制限栽培（収穫期） 
図（上）短梢剪定栽培の伸長期 

（下）拡大型根域制限栽培の根域部（参考） 

業務用コマツナ（右） 
※左は通常サイズ 

審査会で最も評価された「R3-630」 


